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  総　数 ０～３ ３～学齢前 小学生 中学生 高校生・    未満 児  童   その他   
  
 1999年 (100%) (20.6％) (29.0％) (34.5％) (10.9％) (5.0％) 
 （H11） 11,631 2,393 3,370 4,021 1,266 581 
 
 2000年 (100%) (19.9%) (29.0%) (35.2%) (11.0%) (4.9%) 
 （H12） 17,725 3,522 5,147 6,235 1,957 864 
 
 2001年 (100%) (20.4％) (29.4%) (35.8%) (10.4%) (3.9%) 
 （H13） 23,274 4,748 6,847 8,337 2,431 911 
 
 2002年 (100%) (20.8%) (29.2%) (35.3%) (10.5%) (4.2%) 
 （H14） 23,738 4,940 6,928 8,380 2,495 995

児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
要
綱 

 

第
一
　
目
　
的 

　
こ
の
法
律
は
、
児
童
虐
待
が
児
童
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
し
、
そ
の
心
身
の
成
長
及
び
人
格
の
形

成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
と
と
も
に
、
我
が
国
に
お
け
る
将
来
の
世
代
の
育
成
に
も
懸
念
を
及
ぼ

す
こ
と
に
か
ん
が
み
、
児
童
に
対
す
る
虐
待
の
禁
止
、
児
童
虐
待
の
予
防
及
び
早
期
発
見
そ
の
他
の

児
童
虐
待
の
防
止
に
関
す
る
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
、
児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
の
保
護
及

び
自
立
の
支
援
の
た
め
の
措
置
等
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
施
策
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
一
条
関
係
） 

第
二
　
児
童
虐
待
の
定
義 

　
保
護
者
（
親
権
を
行
う
者
、
未
成
年
後
見
人
そ
の
他
の
者
で
、
児
童
を
現
に
監
護
す
る
も
の
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
が
そ
の
監
護
す
る
児
童
（
十
八
歳
に
満
た
な
い
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）に
つ

い
て
行
う
次
に
掲
げ
る
行
為
を
児
童
虐
待
の
例
示
と
し
て
追
加
し
、
こ
れ
ら
の
行
為
が
児
童
虐
待
で

あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
二
条
関
係
） 

１ 

保
護
者
以
外
の
同
居
人
に
よ
る
身
体
的
虐
待
、
性
的
虐
待
又
は
精
神
的
虐
待
の
保
護
者
に
よ
る

放
置 

２ 

児
童
に
対
す
る
著
し
い
暴
言
又
は
著
し
く
拒
絶
的
な
対
応
、
児
童
が
同
居
す
る
家
庭
に
お
け
る

配
偶
者
に
対
す
る
暴
力（
配
偶
者（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様

の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
）の
身
体
に
対
す
る
不
法
な
攻
撃
で
あ
っ
て
生
命
又
は
身
体
に
危

害
を
及
ぼ
す
も
の
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
心
身
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
言
動
を
い
う
。） 

第
三
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
等 

一 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
虐
待
の
予
防
及
び
早
期
発
見
、
迅
速
か
つ
適
切
な
児
童
虐
待
を

受
け
た
児
童
の
保
護
及
び
自
立
の
支
援
（
児
童
虐
待
を
受
け
た
後
十
八
歳
と
な
っ
た
者 

に
対
す
る

自
立
の
支
援
を
含
む
。
三
及
び
第
四
の
一
２
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
児
童
虐
待
を
行
っ
た
保
護

者
に
対
す
る
親
子
の
再
統
合
の
促
進
へ
の
配
慮
そ
の
他
の
児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
が
良
好
な
家

庭
的
環
境
で
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
配
慮
を
し
た
適
切
な
指
導
及
び
支
援
を
行
う
た
め
、
関
係

省
庁
相
互
間
そ
の
他
関
係
機
関
及
び
民
間
団
体
の
間
の
連
携
の
強
化
、
民
間
団
体
の
支
援
そ
の
他

児
童
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ

と
。（
第
四
条
第
一
項
関
係
） 

二 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
相
談
所
等
関
係
機
関
の
職
員
及
び
学
校
の
教
職
員
、
児
童
福
祉

施
設
の
職
員
、
医
師
、
保
健
師
、
弁
護
士
そ
の
他
児
童
の
福
祉
に
職
務
上
関
係
の
あ
る
者
が
児
童

虐
待
を
早
期
に
発
見
し
、
そ
の
他
児
童
虐
待
の
防
止
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
研
修
等

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
四
条
第
二
項
関
係
） 

三 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
の
保
護
及
び
自
立
の
支
援
を
専
門
的
知
識

に
基
づ
き
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
児
童
相
談
所
等
関
係
機
関
の
職
員
、
学
校
の
教
職

員
、
児
童
福
祉
施
設
の
職
員
そ
の
他
児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
の
保
護
及
び
自
立
の
支
援
の
職
務

に
携
わ
る
者
の
人
材
の
確
保
及
び
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
研
修
等
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
こ
と
。（
第
四
条
第
三
項
関
係
） 

四 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
虐
待
の
予
防
及
び
早
期
発
見
の
た
め
の
方
策
、
児
童
虐
待
を
受

け
た
児
童
の
ケ
ア
並
び
に
児
童
虐
待
を
行
っ
た
保
護
者
の
指
導
及
び
支
援
の
あ
り
方
、
学
校
の
教

職
員
及
び
児
童
福
祉
施
設
の
職
員
が
児
童
虐
待
の
防
止
に
果
た
す
べ
き
役
割
そ
の
他
児
童
虐
待
の

防
止
等
の
た
め
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
及
び
検
証
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第

四
条
第
五
項
関
係
） 

第
四
　
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
等
及
び
児
童
虐
待
に
係
る
通
告 

一  

児
童
虐
待
の
早
期
発
見
等 

１ 

学
校
、
児
童
福
祉
施
設
、
病
院
そ
の
他
児
童
の
福
祉
に
業
務
上
関
係
の
あ
る
団
体
は
、
児
童
虐
待

の
早
期
発
見
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
五
条
第
一
項
関
係
） 

２ 

１
の
団
体
及
び
学
校
の
教
職
員
、
児
童
福
祉
施
設
の
職
員
、
医
師
、
保
健
師
、
弁
護
士
そ
の
他
児
童
の

福
祉
に
職
務
上
関
係
の
あ
る
者
は
、
児
童
虐
待
の
予
防
そ
の
他
の
児
童
虐
待
の
防
止
並
び
に
児
童
虐

待
を
受
け
た
児
童
の
保
護
及
び
自
立
の
支
援
に
関
す
る
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
施
策
に
協
力
す

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
五
条
第
二
項
関
係
） 

３ 

学
校
及
び
児
童
福
祉
施
設
は
、
児
童
及
び
保
護
者
に
対
し
て
、
児
童
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
教

育
又
は
啓
発
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
五
条
第
三
項
関
係
） 

二  

児
童
虐
待
に
係
る
通
告 

１ 

児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童
を
発
見
し
た
者
は
、
速
や
か
に
、
こ
れ
を
市
町
村
、
都

道
府
県
の
設
置
す
る
福
祉
事
務
所
若
し
く
は
児
童
相
談
所
又
は
児
童
委
員
を
介
し
て
市
町
村
、

都
道
府
県
の
設
置
す
る
福
祉
事
務
所
若
し
く
は
児
童
相
談
所
に
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
と
す
る
こ
と
。（
第
六
条
第
一
項
関
係
） 

２ 

１
の
通
告
は
、
児
童
福
祉
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
告
と
み
な
し
て
、
同
法
の
規
定
を

適
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
六
条
第
二
項
関
係
） 

第
五
　
児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
の
保
護
等 

一  

通
告
又
は
送
致
を
受
け
た
場
合
の
措
置 

１ 

市
町
村
又
は
都
道
府
県
の
設
置
す
る
福
祉
事
務
所
が
第
四
の
二
１
に
よ
る
通
告
を
受
け
た
と
き

は
、
市
町
村
又
は
福
祉
事
務
所
の
長
は
、
必
要
に
応
じ
近
隣
住
民
、
学
校
の
教
職
員
、
児
童
福
祉

施
設
の
職
員
そ
の
他
の
者
の
協
力
を
得
つ
つ
、
当
該
児
童
と
の
面
会
そ
の
他
の
手
段
に
よ
り
当

該
児
童
の
安
全
の
確
認
を
行
う
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
児
童
福
祉
法
に
よ
る
児
童

相
談
所
へ
の
送
致
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
八
条
第
一
項
関
係
） 

２ 

児
童
相
談
所
が
第
四
の
二
１
に
よ
る
通
告
又
は
児
童
福
祉
法
に
よ
る
送
致
を
受
け
た
と
き
は
、

児
童
相
談
所
長
は
、
必
要
に
応
じ
近
隣
住
民
、
学
校
の
教
職
員
、
児
童
福
祉
施
設
の
職
員
そ
の

他
の
者
の
協
力
を
得
つ
つ
、
当
該
児
童
と
の
面
会
そ
の
他
の
手
段
に
よ
り
当
該
児
童
の
安
全
の

確
認
を
行
う
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
同
法
に
よ
る
一
時
保
護
を
行
う
も
の
と
す

る
こ
と
。（
第
八
条
第
二
項
関
係
） 

３ 

１
及
び
２
の
児
童
の
安
全
の
確
認
、
児
童
相
談
所
へ
の
送
致
又
は
一
時
保
護
を
行
う
者
は
、
速
や
か
に

こ
れ
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
八
条
第
三
項
関
係
） 

二  

警
察
署
長
に
対
す
る
援
助
要
請 

１ 

児
童
相
談
所
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
児
童
の
安
全
の
確
認
及
び
安
全
の
確
保
に
万
全
を
期

す
る
観
点
か
ら
、
必
要
に
応
じ
適
切
に
、
警
察
署
長
に
対
し
援
助
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
十
条
第
二
項
関
係
） 

２ 

警
察
署
長
は
、
児
童
相
談
所
長
又
は
都
道
府
県
知
事
か
ら
児
童
の
安
全
の
確
認
、
一
時
保
護
又

は
立
入
調
査
に
関
し
援
助
の
求
め
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
児
童
の
生
命
又
は
身
体
の
安
全

を
確
認
し
、
又
は
確
保
す
る
た
め
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、
所
属
の
警
察
官
に
、

こ
れ
ら
の
職
務
の
執
行
を
援
助
す
る
た
め
に
必
要
な
警
察
官
職
務
執
行
法
そ
の
他
の
法
令
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
措
置
を
講
じ
さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
条
第
三
項
関
係
） 

三  

児
童
虐
待
を
行
っ
た
保
護
者
に
対
す
る
指
導 

　
児
童
虐
待
を
行
っ
た
保
護
者
に
つ
い
て
児
童
福
祉
法
に
よ
り
行
わ
れ
る
指
導
は
、
親
子
の
再
統
合
へ
の

配
慮
そ
の
他
の
児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
が
良
好
な
家
庭
的
環
境
で
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
配
慮
の
下

に
適
切
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
十
一
条
第
一
項
関
係
） 

四  

面
会
又
は
通
信
の
制
限
等 

１ 

児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
に
つ
い
て
同
意
入
所
等
の
措
置
が
採
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該

児
童
虐
待
を
行
っ
た
保
護
者
が
当
該
児
童
の
引
渡
し
又
は
当
該
児
童
と
の
面
会
若
し
く
は
通
信

を
求
め
、
か
つ
、
こ
れ
を
認
め
た
場
合
に
は
再
び
児
童
虐
待
が
行
わ
れ
、
又
は
児
童
虐
待
を
受

け
た
児
童
の
保
護
に
支
障
を
き
た
す
と
認
め
る
と
き
は
、
児
童
相
談
所
長
は
、
２
の
報
告
を
行

う
に
至
る
ま
で
、
児
童
福
祉
法
に
よ
り
児
童
に
一
時
保
護
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る

こ
と
。（
第
十
二
条
の
二
第
一
項
関
係
） 

２ 

児
童
相
談
所
長
は
、
１
の
一
時
保
護
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ

く
強
制
入
所
等
の
措
置
を
要
す
る
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

す
る
こ
と
。（
第
十
二
条
の
二
第
二
項
関
係
） 

第
六
　
児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
等
に
対
す
る
支
援 

一 

市
町
村
は
、
児
童
福
祉
法
に
よ
り
保
育
所
に
入
所
す
る
児
童
を
選
考
す
る
場
合
に
は
、
児
童
虐
待

の
防
止
に
寄
与
す
る
た
め
、
特
別
の
支
援
を
要
す
る
家
庭
の
福
祉
に
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
十
三
条
の
二
第
一
項
関
係
） 

二 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
が
そ
の
年
齢
及
び
能
力
に
応
じ
充
分
な
教
育

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
教
育
の
内
容
及
び
方
法
の
改
善
及
び
充
実
を
図
る
等
必
要
な
施

策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
十
三
条
の
二
第
二
項
関
係
） 

三 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
居
住
の
場
所
の
確
保
、
進
学
又
は
就
業
の
支
援
そ
の
他
の
児
童
虐
待

を
受
け
た
者
の
自
立
の
支
援
の
た
め
の
施
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第

十
三
条
の
二
第
三
項
関
係
） 

第
七
　
施
行
期
日
等 

一  

施
行
期
日 

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
五
の
一
１
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。（
附
則
第
一
条
関
係
） 

二  

検
討
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
制
度
に
関
し
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
以
内
に
、
児
童
の

住
所
又
は
居
所
に
お
け
る
児
童
の
安
全
の
確
認
又
は
安
全
の
確
保
を
実
効
的
に
行
う
た
め
の
方
策
、
親

権
の
喪
失
等
の
制
度
の
あ
り
方
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
虐

待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
状
況
等
を
勘
案
し
、
検
討
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て

必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。（
附
則
第
二
条
関
係
） 

三  

そ
の
他 

そ
の
他
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

児童相談所における虐待相談処理件数の推移 

資
料 

社
会
福
祉
行
政
業
務
報
告
よ
り 

資
料 

全
国
児
童
相
談
所
長
会
調
査
各
年
版
よ
り 

被虐待児童の年齢構成 

大阪府　権協会ニュース 
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1　子どもの虐待の現状 
 

　2004年１月、岸和田子ども家庭センターの管轄内で、

中学の男子生徒に対する殺人未遂容疑で、父親とその内

縁の妻が逮捕されたという事件が報道されました。さらに、

マスコミがこの事件を追求する経過のなかで、虐待ケー

スとして同センターが援助していた幼児が、児童養護施

設退所直後に、母親の内縁の夫とその友人により身体

的虐待を受け死亡していたことが新たに発覚しました。 

　子どもの福祉にかかわる問題のなかで、今日最も深

刻な様相を呈しているものの一つが、子どもの虐待です。

児童相談所が虐待として対応した相談処理件数は、こ

の10年強の間に20倍以上となっています。また、虐

待を受けている子どもの年齢は、乳幼児だけではなく、

高校生まで広範です。中学生や高校生のケースは、そ

の時期に対応されたというだけで、多くは、それまで

継続的に虐待を受けていた可能性が高いと考えられます。 

　虐待は、子どもの心身の発達を侵害する重大な人権

問題です。また、直接被害を受けている子どもの問題

であるのみならず、家族や地域の人間関係をも歪める

できごとです。さらに、虐待をおこなっている人自身も、

生活経験のなかで苦しんでいる場合が少なくありません。

子どもの虐待への取り組みは、このような広い視野に

たち、犯罪への対応だけではなく、人間性の回復とい

う福祉の視点からも取り組まれなければなりません。 

 

2　子どもの虐待への援助において地域に期待する機能 
 

　虐待を受けている子どもや、その保護者への援助に

おいては、地域での取り組みが重要です。私が、地域

に期待する機能は、大きく4点あります。 

　第1は、発生予防あるいは深刻化の予防のための地

域の仲間づくりです。コミュニティという言葉をよく

耳にしますが、これには、土地（地理）という意味と、

仲間（機能）という意味があります。日頃から声を掛

け合える関係、プレママ時代からの人間関係づくりが

まず期待されます。住民の組織的な活動もこれを実現

する一つの方法です。 

　第2は、発見と専門機関へのつなぎ機能です。問題

の発生を完全になくすことは事実上困難です。したが

って、早期発見が重要な課題となります。通告を慎重

にさせているのは、隣の家の事情に介入することに躊

躇する文化であり、これに向けての住民の意識改革が

行われなければ、積極的な通告は期待できません。 

　第3は、専門機関が行う援助に対して、必要に応じ

て協働する姿勢です。地域は決して行政等の下請け機

関でありませんが、こと子どもの虐待に関しては専門

家との協働が必要であり、地域の独自の判断による支

援は危険である場合が多いと考えています。 

　第4は、見守りの機能です。これは、新たな問題の

発生を予防したり、再発した場合の発見を担うことを

含む機能であり、地域での援助を循環させるという意

味をもっています。 

　この他、虐待の援助に特化した権利擁護団体等には、

専門的な援助も期待されるところですが、独立した活

動は必ずしも好ましいとは考えられず、少なくとも公

的機関との緩やかな連携のもとでの活動が期待されます。 

 

3　地域の機能を向上させるための社会のあり方 
 

　このような地域の機能を向上させるには、さまざま

な準備が必要です。残された紙幅で、非常に重要なポ

イントであると考えている点を2つ指摘しておきたい

と思います。 

　第1は、関係資源のネットワークの構築です。ネッ

トワークには、生活圏域内の横のネットワークと、圏

域を超えた縦のネットワークがあります。両者が、柔

軟に機能し合うシステムづくりが重要です。 

　第2は、子ども自身あるいは子どもの友人などが直

接声を出しやすい仕組みの積極的導入です。公的には、

児童相談所や教育センターなどが電話等を含む相談制

度を設けていますが、民間でもホットラインやチャイ

ルドラインなどと呼ばれる活動が成果を上げています。

このような機関をさらにきめ細かく配置していくこと、

またそこに声を届ける内的な力を高めていくこと、い

わゆる子ども自身のエンパワメントが重要です。 

大阪市立大学教授　山 縣 文 治 

子どもの虐待現状と 
課題について 
子どもの虐待現状と 
課題について 
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 （H12） 17,725 3,522 5,147 6,235 1,957 864 
 
 2001年 (100%) (20.4％) (29.4%) (35.8%) (10.4%) (3.9%) 
 （H13） 23,274 4,748 6,847 8,337 2,431 911 
 
 2002年 (100%) (20.8%) (29.2%) (35.3%) (10.5%) (4.2%) 
 （H14） 23,738 4,940 6,928 8,380 2,495 995

児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
要
綱 

 

第
一
　
目
　
的 

　
こ
の
法
律
は
、
児
童
虐
待
が
児
童
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
し
、
そ
の
心
身
の
成
長
及
び
人
格
の
形

成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
と
と
も
に
、
我
が
国
に
お
け
る
将
来
の
世
代
の
育
成
に
も
懸
念
を
及
ぼ

す
こ
と
に
か
ん
が
み
、
児
童
に
対
す
る
虐
待
の
禁
止
、
児
童
虐
待
の
予
防
及
び
早
期
発
見
そ
の
他
の

児
童
虐
待
の
防
止
に
関
す
る
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
、
児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
の
保
護
及

び
自
立
の
支
援
の
た
め
の
措
置
等
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
施
策
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
一
条
関
係
） 

第
二
　
児
童
虐
待
の
定
義 

　
保
護
者
（
親
権
を
行
う
者
、
未
成
年
後
見
人
そ
の
他
の
者
で
、
児
童
を
現
に
監
護
す
る
も
の
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
が
そ
の
監
護
す
る
児
童
（
十
八
歳
に
満
た
な
い
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）に
つ

い
て
行
う
次
に
掲
げ
る
行
為
を
児
童
虐
待
の
例
示
と
し
て
追
加
し
、
こ
れ
ら
の
行
為
が
児
童
虐
待
で

あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
二
条
関
係
） 

１ 

保
護
者
以
外
の
同
居
人
に
よ
る
身
体
的
虐
待
、
性
的
虐
待
又
は
精
神
的
虐
待
の
保
護
者
に
よ
る

放
置 

２ 

児
童
に
対
す
る
著
し
い
暴
言
又
は
著
し
く
拒
絶
的
な
対
応
、
児
童
が
同
居
す
る
家
庭
に
お
け
る

配
偶
者
に
対
す
る
暴
力（
配
偶
者（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様

の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
）の
身
体
に
対
す
る
不
法
な
攻
撃
で
あ
っ
て
生
命
又
は
身
体
に
危

害
を
及
ぼ
す
も
の
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
心
身
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
言
動
を
い
う
。） 

第
三
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
等 

一 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
虐
待
の
予
防
及
び
早
期
発
見
、
迅
速
か
つ
適
切
な
児
童
虐
待
を

受
け
た
児
童
の
保
護
及
び
自
立
の
支
援
（
児
童
虐
待
を
受
け
た
後
十
八
歳
と
な
っ
た
者 

に
対
す
る

自
立
の
支
援
を
含
む
。
三
及
び
第
四
の
一
２
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
児
童
虐
待
を
行
っ
た
保
護

者
に
対
す
る
親
子
の
再
統
合
の
促
進
へ
の
配
慮
そ
の
他
の
児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
が
良
好
な
家

庭
的
環
境
で
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
配
慮
を
し
た
適
切
な
指
導
及
び
支
援
を
行
う
た
め
、
関
係

省
庁
相
互
間
そ
の
他
関
係
機
関
及
び
民
間
団
体
の
間
の
連
携
の
強
化
、
民
間
団
体
の
支
援
そ
の
他

児
童
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ

と
。（
第
四
条
第
一
項
関
係
） 

二 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
相
談
所
等
関
係
機
関
の
職
員
及
び
学
校
の
教
職
員
、
児
童
福
祉

施
設
の
職
員
、
医
師
、
保
健
師
、
弁
護
士
そ
の
他
児
童
の
福
祉
に
職
務
上
関
係
の
あ
る
者
が
児
童

虐
待
を
早
期
に
発
見
し
、
そ
の
他
児
童
虐
待
の
防
止
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
研
修
等

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
四
条
第
二
項
関
係
） 

三 
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
の
保
護
及
び
自
立
の
支
援
を
専
門
的
知
識

に
基
づ
き
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
児
童
相
談
所
等
関
係
機
関
の
職
員
、
学
校
の
教
職

員
、
児
童
福
祉
施
設
の
職
員
そ
の
他
児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
の
保
護
及
び
自
立
の
支
援
の
職
務

に
携
わ
る
者
の
人
材
の
確
保
及
び
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
研
修
等
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
こ
と
。（
第
四
条
第
三
項
関
係
） 

四 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
虐
待
の
予
防
及
び
早
期
発
見
の
た
め
の
方
策
、
児
童
虐
待
を
受

け
た
児
童
の
ケ
ア
並
び
に
児
童
虐
待
を
行
っ
た
保
護
者
の
指
導
及
び
支
援
の
あ
り
方
、
学
校
の
教

職
員
及
び
児
童
福
祉
施
設
の
職
員
が
児
童
虐
待
の
防
止
に
果
た
す
べ
き
役
割
そ
の
他
児
童
虐
待
の

防
止
等
の
た
め
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
及
び
検
証
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第

四
条
第
五
項
関
係
） 

第
四
　
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
等
及
び
児
童
虐
待
に
係
る
通
告 

一  

児
童
虐
待
の
早
期
発
見
等 

１ 

学
校
、
児
童
福
祉
施
設
、
病
院
そ
の
他
児
童
の
福
祉
に
業
務
上
関
係
の
あ
る
団
体
は
、
児
童
虐
待

の
早
期
発
見
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
五
条
第
一
項
関
係
） 

２ 

１
の
団
体
及
び
学
校
の
教
職
員
、
児
童
福
祉
施
設
の
職
員
、
医
師
、
保
健
師
、
弁
護
士
そ
の
他
児
童
の

福
祉
に
職
務
上
関
係
の
あ
る
者
は
、
児
童
虐
待
の
予
防
そ
の
他
の
児
童
虐
待
の
防
止
並
び
に
児
童
虐

待
を
受
け
た
児
童
の
保
護
及
び
自
立
の
支
援
に
関
す
る
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
施
策
に
協
力
す

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
五
条
第
二
項
関
係
） 

３ 

学
校
及
び
児
童
福
祉
施
設
は
、
児
童
及
び
保
護
者
に
対
し
て
、
児
童
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
教

育
又
は
啓
発
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
五
条
第
三
項
関
係
） 

二  

児
童
虐
待
に
係
る
通
告 

１ 

児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童
を
発
見
し
た
者
は
、
速
や
か
に
、
こ
れ
を
市
町
村
、
都

道
府
県
の
設
置
す
る
福
祉
事
務
所
若
し
く
は
児
童
相
談
所
又
は
児
童
委
員
を
介
し
て
市
町
村
、

都
道
府
県
の
設
置
す
る
福
祉
事
務
所
若
し
く
は
児
童
相
談
所
に
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
と
す
る
こ
と
。（
第
六
条
第
一
項
関
係
） 

２ 

１
の
通
告
は
、
児
童
福
祉
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
告
と
み
な
し
て
、
同
法
の
規
定
を

適
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
六
条
第
二
項
関
係
） 

第
五
　
児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
の
保
護
等 

一  

通
告
又
は
送
致
を
受
け
た
場
合
の
措
置 

１ 

市
町
村
又
は
都
道
府
県
の
設
置
す
る
福
祉
事
務
所
が
第
四
の
二
１
に
よ
る
通
告
を
受
け
た
と
き

は
、
市
町
村
又
は
福
祉
事
務
所
の
長
は
、
必
要
に
応
じ
近
隣
住
民
、
学
校
の
教
職
員
、
児
童
福
祉

施
設
の
職
員
そ
の
他
の
者
の
協
力
を
得
つ
つ
、
当
該
児
童
と
の
面
会
そ
の
他
の
手
段
に
よ
り
当

該
児
童
の
安
全
の
確
認
を
行
う
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
児
童
福
祉
法
に
よ
る
児
童

相
談
所
へ
の
送
致
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
八
条
第
一
項
関
係
） 

２ 

児
童
相
談
所
が
第
四
の
二
１
に
よ
る
通
告
又
は
児
童
福
祉
法
に
よ
る
送
致
を
受
け
た
と
き
は
、

児
童
相
談
所
長
は
、
必
要
に
応
じ
近
隣
住
民
、
学
校
の
教
職
員
、
児
童
福
祉
施
設
の
職
員
そ
の

他
の
者
の
協
力
を
得
つ
つ
、
当
該
児
童
と
の
面
会
そ
の
他
の
手
段
に
よ
り
当
該
児
童
の
安
全
の

確
認
を
行
う
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
同
法
に
よ
る
一
時
保
護
を
行
う
も
の
と
す

る
こ
と
。（
第
八
条
第
二
項
関
係
） 

３ 

１
及
び
２
の
児
童
の
安
全
の
確
認
、
児
童
相
談
所
へ
の
送
致
又
は
一
時
保
護
を
行
う
者
は
、
速
や
か
に

こ
れ
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
八
条
第
三
項
関
係
） 

二  

警
察
署
長
に
対
す
る
援
助
要
請 

１ 

児
童
相
談
所
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
児
童
の
安
全
の
確
認
及
び
安
全
の
確
保
に
万
全
を
期

す
る
観
点
か
ら
、
必
要
に
応
じ
適
切
に
、
警
察
署
長
に
対
し
援
助
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
十
条
第
二
項
関
係
） 

２ 

警
察
署
長
は
、
児
童
相
談
所
長
又
は
都
道
府
県
知
事
か
ら
児
童
の
安
全
の
確
認
、
一
時
保
護
又

は
立
入
調
査
に
関
し
援
助
の
求
め
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
児
童
の
生
命
又
は
身
体
の
安
全

を
確
認
し
、
又
は
確
保
す
る
た
め
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、
所
属
の
警
察
官
に
、

こ
れ
ら
の
職
務
の
執
行
を
援
助
す
る
た
め
に
必
要
な
警
察
官
職
務
執
行
法
そ
の
他
の
法
令
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
措
置
を
講
じ
さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
条
第
三
項
関
係
） 

三  

児
童
虐
待
を
行
っ
た
保
護
者
に
対
す
る
指
導 

　
児
童
虐
待
を
行
っ
た
保
護
者
に
つ
い
て
児
童
福
祉
法
に
よ
り
行
わ
れ
る
指
導
は
、
親
子
の
再
統
合
へ
の

配
慮
そ
の
他
の
児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
が
良
好
な
家
庭
的
環
境
で
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
配
慮
の
下

に
適
切
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
十
一
条
第
一
項
関
係
） 

四  

面
会
又
は
通
信
の
制
限
等 

１ 

児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
に
つ
い
て
同
意
入
所
等
の
措
置
が
採
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該

児
童
虐
待
を
行
っ
た
保
護
者
が
当
該
児
童
の
引
渡
し
又
は
当
該
児
童
と
の
面
会
若
し
く
は
通
信

を
求
め
、
か
つ
、
こ
れ
を
認
め
た
場
合
に
は
再
び
児
童
虐
待
が
行
わ
れ
、
又
は
児
童
虐
待
を
受

け
た
児
童
の
保
護
に
支
障
を
き
た
す
と
認
め
る
と
き
は
、
児
童
相
談
所
長
は
、
２
の
報
告
を
行

う
に
至
る
ま
で
、
児
童
福
祉
法
に
よ
り
児
童
に
一
時
保
護
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る

こ
と
。（
第
十
二
条
の
二
第
一
項
関
係
） 

２ 

児
童
相
談
所
長
は
、
１
の
一
時
保
護
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ

く
強
制
入
所
等
の
措
置
を
要
す
る
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

す
る
こ
と
。（
第
十
二
条
の
二
第
二
項
関
係
） 

第
六
　
児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
等
に
対
す
る
支
援 

一 

市
町
村
は
、
児
童
福
祉
法
に
よ
り
保
育
所
に
入
所
す
る
児
童
を
選
考
す
る
場
合
に
は
、
児
童
虐
待

の
防
止
に
寄
与
す
る
た
め
、
特
別
の
支
援
を
要
す
る
家
庭
の
福
祉
に
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
十
三
条
の
二
第
一
項
関
係
） 

二 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
が
そ
の
年
齢
及
び
能
力
に
応
じ
充
分
な
教
育

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
教
育
の
内
容
及
び
方
法
の
改
善
及
び
充
実
を
図
る
等
必
要
な
施

策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第
十
三
条
の
二
第
二
項
関
係
） 

三 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
居
住
の
場
所
の
確
保
、
進
学
又
は
就
業
の
支
援
そ
の
他
の
児
童
虐
待

を
受
け
た
者
の
自
立
の
支
援
の
た
め
の
施
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。（
第

十
三
条
の
二
第
三
項
関
係
） 

第
七
　
施
行
期
日
等 

一  

施
行
期
日 

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
五
の
一
１
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。（
附
則
第
一
条
関
係
） 

二  

検
討
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
制
度
に
関
し
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
以
内
に
、
児
童
の

住
所
又
は
居
所
に
お
け
る
児
童
の
安
全
の
確
認
又
は
安
全
の
確
保
を
実
効
的
に
行
う
た
め
の
方
策
、
親

権
の
喪
失
等
の
制
度
の
あ
り
方
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
虐

待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
状
況
等
を
勘
案
し
、
検
討
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て

必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。（
附
則
第
二
条
関
係
） 

三  

そ
の
他 

そ
の
他
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

児童相談所における虐待相談処理件数の推移 

資
料 

社
会
福
祉
行
政
業
務
報
告
よ
り 

資
料 
全
国
児
童
相
談
所
長
会
調
査
各
年
版
よ
り 

被虐待児童の年齢構成 

大阪府　権協会ニュース 

 

2004年12月 vol.62 3

1　子どもの虐待の現状 
 

　2004年１月、岸和田子ども家庭センターの管轄内で、

中学の男子生徒に対する殺人未遂容疑で、父親とその内

縁の妻が逮捕されたという事件が報道されました。さらに、

マスコミがこの事件を追求する経過のなかで、虐待ケー

スとして同センターが援助していた幼児が、児童養護施

設退所直後に、母親の内縁の夫とその友人により身体

的虐待を受け死亡していたことが新たに発覚しました。 

　子どもの福祉にかかわる問題のなかで、今日最も深

刻な様相を呈しているものの一つが、子どもの虐待です。

児童相談所が虐待として対応した相談処理件数は、こ

の10年強の間に20倍以上となっています。また、虐

待を受けている子どもの年齢は、乳幼児だけではなく、

高校生まで広範です。中学生や高校生のケースは、そ

の時期に対応されたというだけで、多くは、それまで

継続的に虐待を受けていた可能性が高いと考えられます。 

　虐待は、子どもの心身の発達を侵害する重大な人権

問題です。また、直接被害を受けている子どもの問題

であるのみならず、家族や地域の人間関係をも歪める

できごとです。さらに、虐待をおこなっている人自身も、

生活経験のなかで苦しんでいる場合が少なくありません。

子どもの虐待への取り組みは、このような広い視野に

たち、犯罪への対応だけではなく、人間性の回復とい

う福祉の視点からも取り組まれなければなりません。 

 

2　子どもの虐待への援助において地域に期待する機能 
 

　虐待を受けている子どもや、その保護者への援助に

おいては、地域での取り組みが重要です。私が、地域

に期待する機能は、大きく4点あります。 

　第1は、発生予防あるいは深刻化の予防のための地

域の仲間づくりです。コミュニティという言葉をよく

耳にしますが、これには、土地（地理）という意味と、

仲間（機能）という意味があります。日頃から声を掛

け合える関係、プレママ時代からの人間関係づくりが

まず期待されます。住民の組織的な活動もこれを実現

する一つの方法です。 

　第2は、発見と専門機関へのつなぎ機能です。問題

の発生を完全になくすことは事実上困難です。したが

って、早期発見が重要な課題となります。通告を慎重

にさせているのは、隣の家の事情に介入することに躊

躇する文化であり、これに向けての住民の意識改革が

行われなければ、積極的な通告は期待できません。 

　第3は、専門機関が行う援助に対して、必要に応じ

て協働する姿勢です。地域は決して行政等の下請け機

関でありませんが、こと子どもの虐待に関しては専門

家との協働が必要であり、地域の独自の判断による支

援は危険である場合が多いと考えています。 

　第4は、見守りの機能です。これは、新たな問題の

発生を予防したり、再発した場合の発見を担うことを

含む機能であり、地域での援助を循環させるという意

味をもっています。 

　この他、虐待の援助に特化した権利擁護団体等には、

専門的な援助も期待されるところですが、独立した活

動は必ずしも好ましいとは考えられず、少なくとも公

的機関との緩やかな連携のもとでの活動が期待されます。 

 

3　地域の機能を向上させるための社会のあり方 
 

　このような地域の機能を向上させるには、さまざま

な準備が必要です。残された紙幅で、非常に重要なポ

イントであると考えている点を2つ指摘しておきたい

と思います。 

　第1は、関係資源のネットワークの構築です。ネッ

トワークには、生活圏域内の横のネットワークと、圏

域を超えた縦のネットワークがあります。両者が、柔

軟に機能し合うシステムづくりが重要です。 

　第2は、子ども自身あるいは子どもの友人などが直

接声を出しやすい仕組みの積極的導入です。公的には、

児童相談所や教育センターなどが電話等を含む相談制

度を設けていますが、民間でもホットラインやチャイ

ルドラインなどと呼ばれる活動が成果を上げています。

このような機関をさらにきめ細かく配置していくこと、

またそこに声を届ける内的な力を高めていくこと、い

わゆる子ども自身のエンパワメントが重要です。 

大阪市立大学教授　山 縣 文 治 
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